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ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
二
〇
一
〇
年
一一
月
七

日
に
、
二
〇
年
ぶ
り
に
総
選
挙
が
実
施

さ
れ
た
。
選
挙
管
理
委
員
会
は
一一
月
中

に
は
ほ
ぼ
全
て
の
選
挙
結
果
を
発
表
し
、

軍
政
が
全
面
的
に
支
援
す
る
連
邦
団
結

発
展
党
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
が
、
大
方
の
予
想

ど
お
り
「
圧
勝
」
し
た
。
国
民
民
主
連

盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
が
総
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ
ト

す
る
中
で
、
民
主
化
勢
力
は
大
敗
を
喫

し
た
。
し
か
し
、
少
数
民
族
政
党
が
健

闘
す
る
な
ど
、
総
選
挙
の
結
果
に
は
予

想
外
の
結
果
も
含
ま
れ
て
い
る
。
今
回
の

総
選
挙
を
読
み
解
き
、
そ
れ
が
今
後
招

集
さ
れ
る
議
会
及
び
新
た
に
誕
生
す
る

「
文
民
」
政
権
に
与
え
る
影
響
を
探
る
。

ま
た
、
シ
ャ
ン
州
モ
ン
ラ
ー
郡
の
三
議
席

に
つ
い
て
は
、
当
日
、
何
ら
か
の
理
由
に

よ
り
、
投
票
が
行
わ
れ
ず
、
当
選
者
が

確
定
し
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
結
局
、

今
回
の
総
選
挙
の
当
選
者
は
一一
五
四
人

で
あ
っ
た
。

●
総
選
挙
の
概
要

　

二
〇
一
〇
年
総
選
挙
は
、
二
〇
〇
八
年

新
憲
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。今
回
、

有
権
者
は
二
院
制
の
連
邦
議
会
、
お
よ

び
一
四
の
地
域
・
州
議

会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
民
選

議
員
を
選
ぶ
た
め
に
、

原
則
と
し
て
三
票
を
投

じ
た
。
た
だ
し
、
地
域
・

州
議
会
に
お
い
て
は
少

数
民
族
代
表
を
選
ぶ
場

合
が
あ
り
、
そ
の
場
合

は
四
票
を
投
じ
た
。
有

権
者
は
一
八
歳
以
上
の

国
民
、
約
二
九
〇
〇
万

人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

各
議
会
に
は
今
回
選
ば

れ
た
議
員
に
加
え
て
、

国
軍
司
令
官
が
任
命
す

る
軍
人
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
四
分
の
一
相
当
数
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
る

（
図
1
）。

　

今
回
の
民
選
議
員
の

議
席
数
は
合
計
一
一
六

三
人
で
あ
っ
た
が
、
治

安
上
の
理
由
か
ら
い
く
つ
か
の
地
域
で
投

票
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
最
終
的

に
は
一一
五
七
人
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
総
選
挙
に
は
、
三
七
の
政
党
か

ら
二
九
八
四
人
、
無
所
属
で
八
八
人
の
、

合
計
三
〇
七
二
人
の
候
補
者
が
出
馬
し

た
。
出
馬
し
た
三
七
政
党
の
内
、
一
九
九

〇
年
総
選
挙
時
か
ら
の
継
続
政
党
は
四
、

新
規
政
党
が
三
三
で
あ
っ
た
。
ア
ウ
ン
サ

ン
ス
ー
チ
ー
氏
（
以
下
、
ス
ー
チ
ー
氏
）

が
率
い
る
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
、
二
〇
〇
八
年
憲
法

が
非
民
主
的
で
あ
る
こ
と
、「
受
刑
」
中

の
ス
ー
チ
ー
氏
を
政
党
か
ら
排
除
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
選
挙
法
と
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
不
服
と
し
て
、
総
選
挙
を
ボ

イ
コ
ッ
ト
し
た
。
こ
の
た
め
、
民
主
化
陣

営
を
一
元
的
に
代
表
す
る
政
党
は
な
く
な

り
、
小
規
模
な
民
主
化
政
党
が
分
立
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
設
立
や
登
録
を
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
政
党
が
五
つ
あ
っ
た
。
こ
の
中
に

は
カ
チ
ン
の
有
力
政
党
で
あ
る
カ
チ
ン
州

進
歩
党
（
Ｋ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。

Ｋ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
は
カ
チ
ン
独
立
機
構
（
Ｋ
Ｉ
Ｏ
）

の
ト
ゥ
ー
ジ
ャ
元
副
議
長
が
党
首
を
務

め
て
い
た
た
め
、
軍
政
が
Ｋ
Ｉ
Ｏ
お
よ
び

そ
の
武
装
組
織
と
の
関
係
を
疑
っ
た
の
で

あ
る
。
Ｋ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
は
無
所
属
で

の
立
候
補
を
試
み
た
が
、
こ
れ
も
拒
否
さ

れ
た
。

●
総
選
挙
の
結
果

　

今
回
の
選
挙
戦
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政

が
設
立
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
、
こ
れ
に
挑
む
小

規
模
な
民
主
化
政
党
及
び
少
数
民
族
政

党
、
そ
し
て
第
三
極
の
形
成
を
目
指
す
国

民
統
一
党
（
Ｎ
Ｕ
Ｐ
）
と
い
う
三
つ
巴
の

構
図
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｕ
Ｐ
は
ビ
ル
マ
社
会

主
義
計
画
党
の
継
承
政
党
で
、
一
九
九
〇

年
総
選
挙
の
際
に
体
制
政
党
で
あ
り
な

が
ら
、Ｎ
Ｌ
Ｄ
に
大
敗
し
た
政
党
で
あ
る
。

　

各
党
の
獲
得
議
席
数
は
表
1
の
と
お

り
で
あ
る
。

　

第
一
党
と
な
っ
た
の
は
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
で
あ
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る
。
一一
五
四
議
席
中
八
八
三
議
席
（
全

議
席
の
七
六・五
％
）
を
獲
得
し
、「
圧
勝
」

し
た
。
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
か
ら
は
一一一
二
人
の
候

補
者
が
立
っ
て
い
た
た
め
、
勝
率
（
当
選

率
）
は
七
九
・
四
％
を
記
録
し
た
。

　

第
二
党
と
な
っ
た
の
は
Ｎ
Ｕ
Ｐ
で
あ
っ

た
が
、
六
三
議
席
（
全
議
席
の
五
・
五
％
）

を
獲
得
す
る
に
留
ま
っ
た
。
Ｎ
Ｕ
Ｐ
は
九

九
五
人
の
候
補

者
を
立
て
た
の

で
、
当
選
率
は

わ
ず
か
六
・三
％

に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
第
三
党
に

は
シ
ャ
ン
民
族

民
主
党
（
Ｓ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
）
が
五
七

議
席
（
全
議
席

の
四・
九
％
）で
、

第
四
党
に
は
ラ

カ
イ
ン
民
族
発

展
党
（
Ｒ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
）
が
三
五
議

席
（
全
議
席
の

三
・
〇
％
）
で

入
っ
た
。
い
ず

れ
も
少
数
民
族

政
党
で
あ
る
。

Ｎ
Ｌ
Ｄ
か
ら
分

派
し
て
結
成
さ

れ
、
今
回
の
総

選
挙
で
民
主
化

陣
営
を
代
表
し

た
国
民
民
主
勢
力
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）
は
一
六
議

席
（
全
議
席
の
一
・
四
％
）
で
、
第
五
党

に
留
ま
っ
た
。

　

民
主
化
政
党
や
少
数
民
族
政
党
の
一

部
は
、
選
挙
に
不
正
が
あ
っ
た
と
し
て
選

挙
管
理
委
員
会
に
不
服
申
し
立
て
を
す

る
構
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
や

Ｒ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
、「
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
不
正
は
分

か
っ
て
い
る
が
、
時
間
と
お
金
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
に
、
不
服
申
し
立
て
は
し
な

い

」（Irraw
addy, N

ovem
ber 20, 

2010

）
と
発
言
し
た
。
こ
れ
は
選
挙
管

理
委
員
会
が
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
に
有
利
な
判
断

を
す
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
で
も
あ
る

が
、
同
時
に
両
党
が
相
応
に
高
い
当
選

率
（
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
が
三
六
・
五
％
、
Ｒ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
が
七
九
・
五
％
）
を
誇
っ
て
お
り
、
Ｕ

Ｓ
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
選
挙
期
間
中
の
「
動
員
」

に
つ
い
て
は
と
も
か
く
と
し
て
、
少
な
く

と
も
投
開
票
に
お
い
て
は
大
き
な
不
正
が

な
か
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
背
景

に
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
現
時
点
で
は
、
今
回
議
席
を
獲

得
し
た
主
要
政
党
が
総
選
挙
の
結
果
を

拒
否
す
る
方
向
に
は
進
ん
で
い
な
い
。

　

実
際
、
今
回
の
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
勝
利
が
主

に
「
動
員
」
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ

が
上
手
く
い
か
な
か
っ

た
地
域
で
は
他
党
が
善

戦
し
て
い
る
事
例
も
観

察
さ
れ
る
。
少
数
民
族

政
党
の
地
元
で
の
健
闘

は
、
そ
う
し
た
ケ
ー
ス

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

● 

少
数
民
族
政
党
の

健
闘

　

表
2
は
ビ
ル
マ
族
が

多
く
居
住
す
る
七
つ
の

地
域
（regions

）
と
、

少
数
民
族
が
多
く
居
住
す
る
七
つ
の
州

（states

）
と
に
分
け
て
、
政
党
別
に
獲

得
議
席
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
少
数
民

族
政
党
が
州
に
お
い
て
健
闘
し
て
い
る
姿

が
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
に
、
連
邦
議
会

に
つ
い
て
は
、
少
数
民
族
政
党
は
七
地
域

で
一
議
席
も
獲
得
し
て
い
な
い
の
に
対
し

て
、
七
州
に
お
い
て
は
三
六
・
六
％
の
議

席
を
獲
得
し
た
。
第
二
に
、
地
域
・
州
議

会
に
お
い
て
は
、
七
地
域
に
お
い
て
も
五

議
席
を
獲
得
し
、
七
州
に
お
い
て
は
四
割

を
超
え
る
議
席
を
獲
得
し
た
。

　

こ
れ
は
少
数
民
族
政
党
が
二
〇
一
〇
年

総
選
挙
の
実
施
を
見
越
し
て
、
早
く
か

ら
地
元
で
準
備
を
し
て
き
た
た
め
で
あ

る
。
こ
の
点
で
、
直
前
ま
で
選
挙
へ
の
賛

否
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
続
き
、
準
備
不
足

の
ま
ま
選
挙
戦
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
民

表1　政党別議席数

政党名

連邦議会 地域・州議会
2010年
総選挙の
合計

構成比

〈参考〉

立候補者
数

人民代表
院

民族代表
院

連邦議会
における
議席数

連邦議会
における
構成比

議席数
地方議会
における
構成比

連邦団結発展党 259 129 388 78.7％ 495 74.9％ 883 76.5％ 1112
国民統一党 12 5 17 3.4％ 46 7.0％ 63 5.5％ 995
シャン民族民主党 18 3 21 4.3％ 36 5.4％ 57 4.9％ 156
ラカイン民族発展党 9 7 16 3.2％ 19 2.9％ 35 3.0％ 44
国民民主勢力 8 4 12 2.4％ 4 0.6％ 16 1.4％ 162
全モン地域民主党 3 4 7 1.4％ 9 1.4％ 16 1.4％ 34
チン進歩党 2 4 6 1.2％ 6 0.9％ 12 1.0％ 40
パオ民族機構 3 1 4 0.8％ 6 0.9％ 10 0.9％ 10
パロン・サウォー民主党 2 3 5 1.0％ 4 0.6％ 9 0.8％ 18
チン民族党 2 2 4 0.8％ 5 0.8％ 9 0.8％ 22
ワ民主党 2 1 3 0.6％ 3 0.5％ 6 0.5％ 25
カレン人民党 1 1 2 0.4％ 4 0.6％ 6 0.5％ 41
タアン（パラウン）民族党 1 1 2 0.4％ 4 0.6％ 6 0.5％ 15
統一民主党（カチン州） 1 1 2 0.4％ 2 0.3％ 4 0.3％ 9
イン民族発展党 1 0 1 0.2％ 3 0.5％ 4 0.3％ 5
民主党（ミャンマー） 0 0 0 0.0％ 3 0.5％ 3 0.3％ 47
カレン州民主発展党 0 1 1 0.2％ 1 0.2％ 2 0.2％ 4
カヤン民族党 0 0 0 0.0％ 2 0.3％ 2 0.2％ 5
国民発展民主党 0 0 0 0.0％ 2 0.3％ 2 0.2％ 22
88世代学生青年党 0 0 0 0.0％ 1 0.2％ 1 0.1％ 39
少数民族発展党 0 0 0 0.0％ 1 0.2％ 1 0.1％ 3
ラフ民族発展党 0 0 0 0.0％ 1 0.2％ 1 0.1％ 9
無所属 1 1 2 0.4％ 4 0.6％ 6 0.5％ 88

合計 325 168 493 100.0％ 661 100.0％ 1154 100.0％ －

（出所）New Light of Myanmar（2010年11月8日、11～18日）。

表2　地域・州別議席数
連邦議会（人民代表院＋民族代表院）

7地域 7州 合計
議席 構成比 議席 構成比 議席 構成比

連邦団結発展党 271 93.1％ 117 57.9％ 388 78.7％
国民統一党 8 2.7％ 9 4.5％ 17 3.4％
国民民主勢力 12 4.1％ 0 0.0％ 12 2.4％
少数民族政党（1） 0 0.0％ 74 36.6％ 74 15.0％
無所属 0 0.0％ 2 1.0％ 2 0.4％
合計 291 100.0％ 202 100.0％ 493 100.0％

地域・州議会
7地域 7州 合計

議席 構成比 議席 構成比 議席 構成比
連邦団結発展党 364 89.2％ 131 51.8％ 495 74.9％
国民統一党 31 7.6％ 15 5.9％ 46 7.0％
国民民主勢力 4 1.0％ 0 0.0％ 4 0.6％
少数民族政党（2） 5 1.2％ 103 40.7％ 108 16.3％
その他 4 1.0％ 4 1.6％ 8 1.2％
合計 408 100.0％ 253 100.0％ 661 100.0％

（注）（1）シャン民族民主党など12政党。
　　  （2）シャン民族民主党など17政党。
（出所）New Light of Myanmar（2010年11月8日、11～18日）。



38アジ研ワールド・トレンドNo.184 （2011. 1）

主
化
陣
営
と
明
暗
を
分
け
た
。
ま
た
、

少
数
民
族
政
党
の
強
い
州
に
お
い
て
、
Ｕ

Ｓ
Ｄ
Ｐ
を
含
む
ビ
ル
マ
族
政
党
が
支
持
を

拡
大
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年

総
選
挙
に
お
け
る
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
場
合
と
同
様

で
あ
る
。ミ
ャ
ン
マ
ー
政
治
に
お
い
て
、「
軍

政　

対　

民
主
化
勢
力
」
と
い
う
対
立

軸
に
加
え
て
、「
ビ
ル
マ
族　

対　

少
数

民
族
」
と
い
う
対
立
軸
が
依
然
と
し
て

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
と
も
い
え

よ
う
。

●
議
会
運
営
へ
の
影
響

　

以
上
の
よ
う
な
総
選
挙
の
結
果
は
、
二

〇
一一
年
二
月
ま
で
に
は
開
催
さ
れ
る
議

会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

第
一
に
、
連
邦
議
会
の
両
院
に
お
け
る

Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
「
圧
勝
」
に
よ
り
、
全
体
の

四
分
の
一
を
占
め
る
国
軍
議
員
を
含
ん
で

も
、
同
党
が
両
院
で
過
半
数
を
握
る
こ
と

に
な
っ
た
（
表
3
）。
こ
の
こ
と
は
、
大

統
領
の
選
出
に
お
い
て
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
が
国
軍

議
員
の
協
力
を
必
要
と
せ
ず
、
単
独
で

決
定
権
を
も
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
大

統
領
の
選
出
に
あ
た
っ
て
は
、
人
民
代
表

院
の
民
選
議
員
、
民
族
代
表
院
の
民
選

議
員
、
両
院
の
国
軍
議
員
の
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
一
人
ず
つ
候
補
者
を
出
し
、
連

邦
議
会
が
多
数
決
で
大
統
領
を
選
ぶ
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
（
図
1
）。
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ

は
両
院
か
ら
二
人
の
候
補
者
を
出
す
こ
と

が
で
き
、
連
邦
議
会
で
ど
ち
ら
か
の
候
補

者
を
大
統
領
に
選
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

逆
に
い
え
ば
、
理
論
上
は
、
大
統
領
は

国
軍
議
員
の
意
向
か
ら
独
立
し
て
行
動

で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
は「
Ｕ

Ｓ
Ｄ
Ｐ

≒

国
軍
」
と
い
う
理
解
を
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
は
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
に
は
実
業

家
、
法
律
家
、
学
者
、
地
元
の
篤
志
家

な
ど
多
様
な
人
材
が
参
加
し
て
お
り
、

国
軍
の
考
え
方
や
利
害
と
完
全
に
一
致
す

る
わ
け
で
は
な
い
。総
選
挙
に
お
け
る「
圧

勝
」
に
よ
り
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
自
律
性
が
高

ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
、
Ｕ
Ｓ

Ｄ
Ｐ
は
国
軍
議
員
を
合
わ
せ
て
四
分
の
三

以
上
の
議
席
を
占
め
て
お
り
、
両
者
が

協
力
す
れ
ば
憲
法
改
正
や
国
境
お
よ
び

地
域
・
州
境
の
変
更
な
ど
、
重
要
な
決

定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
三
分

の
二
以
上
の
議
席
が
あ
れ
ば
大
統
領
を

弾
劾
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
大
統

領
候
補
は
議
員
で
あ
る
必
要
も
軍
人
で

あ
る
必
要
も
な
い
た
め
、
大
統

領
が
就
任
後
に
党
や
国
軍
の

意
向
に
沿
っ
て
行
政
を
行
わ
な

い
可
能
性
も
あ
り
得
る
。
そ
の

場
合
で
も
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
は
国
軍

議
員
の
協
力
を
得
れ
ば
、
大

統
領
を
辞
任
さ
せ
る
力
を
持

つ
。

　

第
三
に
、
地
方
議
会
に
お
い

て
は
多
様
な
状
況
が
生
ま
れ

た
。「
地
域
」議
会
に
お
い
て
は
、

Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
が
過
半
数
を
上
回
る

議
席
を
占
め
て
い
る
。
国
軍
議

席
と
合
わ
せ
る
と
四
分
の
三
を

超
え
る
議
席
を
も
っ
て
お
り
、
連
邦
議
会

と
同
様
な
状
況
に
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
州
」
議
会
に
お
い

て
は
、
カ
ヤ
ー
州
を
除
い
て
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ

は
過
半
数
の
議
席
を
確
保
で
き
な
か
っ

た
。
国
軍
議
席
と
合
わ
せ
れ
ば
過
半
数

を
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
当
面
は

議
会
内
で
与
党
が
苦
境
に
陥
る
こ
と
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
軍
議
席
と

合
わ
せ
て
も
四
分
の
三
を
超
え
る
こ
と
は

で
き
ず
、
州
知
事
（Chief M

inister

）

を
弾
劾
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

州
知
事
は
州
議
会
の
議
員
の
中
か
ら
、

大
統
領
が
任
命
す
る
（
図
1
）。
州
議
会

の
中
に
は
少
数
民
族
政
党
が
第
一
党
、
あ

る
い
は
少
数
民
族
政
党
が
連
立
を
組
む

と
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
議
席
を
上
回
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、国
軍
議
員
の
理
解
を
得
ら
れ
れ
ば
、

少
数
民
族
政
党
か
ら
州
知
事
が
誕
生
す

表3　議会内勢力の構成比
（％）

連邦団結
発展党 国軍 国民統一

党 その他

連
邦
議
会

人民代表院 60 25 3 12
民族代表院 58 25 2 15
合計 59 25 3 13

地
域
議
会

ヤンゴン 61 25 7 14
バゴー 68 25 7 7
エーヤワディー 67 25 8 8
マンダレー 72 25 0 3
ザガイン 66 25 8 9
マグウェー 69 25 6 6
タニンターリー 71 25 4 4

州
議
会

シャン 38 25 1 37
カチン 39 25 22 36
ラカイン 30 25 2 45
モン 46 25 7 29
チン 29 25 0 46
カレン 31 25 0 44
カヤー 75 25 0 0

（出所）New Light of Myanmar（2010年11月8日、11～18日）。

人民代表院選にヤンゴンのカマユッ選挙区から立候補した、国民民主
勢力のチョーミンフライン氏（右から2人目）。有権者にパンフレット
を配り、投票を訴えた。しかし、期日前投票で連邦団結発展党の候補
に逆転され、惜敗した（2010年11月3日、筆者撮影）。

連邦団結発展党の立候補者の選挙看板。ヤンゴンのバ
ベーダン郡の選挙区から立候補した4人を顔写真付で
宣伝している。街中には連邦団結発展党の看板が目
立った（2010年11月6日、筆者撮影）。
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る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ラ

カ
イ
ン
州
議
会
で
は
Ｒ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
が
第
一
党

で
あ
る
し
、
チ
ン
州
で
も
二
つ
の
チ
ン
族

政
党
が
連
携
す
れ
ば
最
大
勢
力
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
議
会
制
民

主
主
義
は
州
議
会
か
ら
始
ま
る
か
も
知

れ
な
い
。

●
新
大
統
領
の
誕
生

　

こ
の
他
、
ヤ
ン
ゴ
ン
地
域
に
お
け
る
Ｎ

Ｄ
Ｆ
の
善
戦
な
ど
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
が
圧
倒
的

に
有
利
な
選
挙
戦
の
中
で
も
、
政
党
政

治
の
誕
生
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
事
例

が
散
見
さ
れ
た
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て

み
れ
ば
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
「
圧
勝
」
に
違
い

は
な
く
、
と
く
に
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
と
国
軍
議
員

が
合
わ
せ
て
八
割
を
超
え
る
議
席
を
も
つ

連
邦
議
会
に
お
い
て
は
、
野
党
と
の
間
で

意
味
の
あ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
と
は

期
待
さ
れ
な
い
。
欧
米
諸
国
を
中
心
と

す
る
国
際
社
会
の
大
方
が
、
今
回
の
総

選
挙
を
国
軍
の
国
政
関
与
を
「
合
法
化
」

す
る
た
め
の
ご
ま
か
し
に
過
ぎ
な
い
と
評

価
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
治
に
と

り
、
よ
り
注
目
す
べ
き
は
「
文
民
」
の
新

大
統
領
の
誕
生
で
あ
ろ
う
。
新
大
統
領

は
、
総
選
挙
か
ら
一
〇
五
日
以
内
に
招
集

さ
れ
る
連
邦
議
会
の
第
一
回
通
常
国
会
に

お
い
て
選
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の

後
、
大
統
領
は
内
閣
を
組
織
す
る
。
た

だ
し
、
国
防
・
内
務
・
国
境
大
臣
は
国

軍
司
令
官
が
指
名
す
る
。
同
時
期
に
、

地
域
・
州
議
会
も
招
集
さ
れ
る
。
地
方

政
府
の
首
長
で
あ
る
地
域
・
州
知
事
は

大
統
領
が
任
命
す
る
。
新
政
権
は
二
〇
一

一
年
二
月
頃
ま
で
に
は
誕
生
し
、
そ
の
時

点
で
国
家
平
和
発
展
評
議
会（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
）

か
ら
民
政
移
管
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

重
要
な
の
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
議
長
か
つ
国

軍
司
令
官
の
タ
ン
シ
ュ
エ
上
級
大
将
（
七

七
）
が
こ
れ
ま
で
一
手
に
握
っ
て
き
た
権

力
が
、
大
統
領
と
国
軍
司
令
官
の
二
人

に
分
割
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
国
軍
司
令

官
は
国
防
大
臣
等
の
任
命
や
、
国
軍
と

連
邦
政
府
の
幹
部
等
で
組
織
さ
れ
る
「
国

防
治
安
評
議
会
」
を
通
じ
て
、
引
き
続

き
政
府
に
強
い
影
響
力
を
保
持
す
る
（
図

1
）。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
平
時
に
お

い
て
は
、
国
軍
司
令
官
が
国
家
運
営
に

直
接
介
入
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
日
々

の
国
家
運
営
は
大
統
領
に
任
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
誰
が
大
統
領
に
就
任
す
る
か

は
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の

「
圧
勝
」
に
よ
り
党
幹
部
（
大
部
分
が
退

役
軍
人
）
が
就
任
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ

た
。

　

も
う
ひ
と
つ
重
要
な
点
は
、
国
軍
幹

部
の
世
代
交
代
が
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
以
来
、
国
軍
司
令
官
を
務
め

て
き
た
タ
ン
シ
ュ
エ
上
級
大
将
は
、
マ
ウ

ン
エ
イ
副
司
令
官
（
七
三
）
と
共
に
引
退

す
る
と
噂
さ
れ
て
い
る
。
国
軍
司
令
官
に

は
、
こ
れ
も
確
認
は
取
れ
て
い
な
い
が
、

ミ
ン
ア
ウ
ン
中
将
（
軍
務
局
長
）、
国
軍

副
司
令
官
に
は
コ
ー
コ
ー
中
将
（
第
三
作

戦
室
長
）
の
就
任
が
内
定
し
た
と
も
い
わ

れ
る
。
彼
ら
は
五
〇
代
半
ば
で
あ
り
、
二

〇
歳
以
上
の
若
返
り
と
な
る
。

●
新
政
権
の
課
題

　

過
去
二
二
年
間
に
及
ぶ
軍
政
時
代
を

通
じ
て
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
制
度
的
な
「
政

治
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
国
軍
が
全
権

を
握
る
中
で
、国
軍
内
で
の
競
争
と
協
力
、

時
に
は
派
閥
間
の
抗
争
な
ど
、
軍
内
政

治
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今

回
の
総
選
挙
を
経
て
、
連
邦
議
会
、
地

方
議
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
こ
に
は
限
定

的
で
は
あ
る
が
民
主
化
政
党
や
少
数
民

族
政
党
の
代
表
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
退
役
軍
人
と
は
い
え
、
い
ち

お
う
「
文
民
」
の
大
統
領
が
誕
生
す
る
。

新
た
な
政
治
制
度
に
基
づ
い
て
、
国
の
統

治
、
運
営
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
新
た
な
政
治
体
制
と
新
政

権
の
誕
生
が
、
自
動
的
に
国
の
平
和
と

国
民
生
活
の
向
上
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は

な
い
。
総
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
ス
ー

チ
ー
氏
と
新
政
権
は
、
相
変
わ
ら
ず
議

会
の
外
で
対
立
を
続
け
る
だ
ろ
う
し
、
国

軍
と
少
数
民
族
武
装
勢
力
と
の
武
力
衝

突
の
危
険
も
高
ま
っ
て
い
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ

の
統
治
能
力
も
未
知
数
で
あ
る
。
今
後
、

政
治
状
況
が
流
動
化
す
る
要
因
は
少
な

く
な
い
。

　

新
政
権
が
ス
ー
チ
ー
氏
や
少
数
民
族

勢
力
の
批
判
を
か
わ
し
、
政
権
運
営
を

安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
民
に
目
に
見

え
る
変
化
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
新
政
権
が
な
に
を
す
る
の
か
、

す
な
わ
ち
政
策
選
択
が
重
要
と
な
る
。

と
く
に
疲
弊
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
、
国

民
生
活
を
ど
う
立
て
直
す
の
か
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
新
政
権
の
経
済
政
策

が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
狭
い
集
団
（
国
軍

と
そ
の
取
り
巻
き
）
の
利
益
を
最
大
化

す
る
低
い
均
衡
か
ら
抜
け
出
し
て
、
よ
り

多
く
の
国
民
、
階
層
、
地
域
に
裨
益
す

る
経
済
成
長
を
進
め
る
も
の
と
な
る
の

か
。
こ
の
成
否
に
新
政
権
の
命
運
が
か
か

る
だ
ろ
う
。

（
く
ど
う　

と
し
ひ
ろ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
研
究
グ
ル
ー
プ
長
）

ヤンゴンのダウンタウンの中心にあるスーレー・パゴダ。普段
は車と人で賑やかだが、投票日の朝はひっそりとしていた（2011
年11月7日午前9時前、筆者撮影）。


